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若さでアタック！ 第38回春の高校バレー

全国高等学校バレーボール選抜優勝大会 長野県大会

２月９日（金）、日本工業大学との高大連携授業の一環として、一般の

皆様を対象とした「地域公開講座」が開かれました。これは生徒を対象に

実施した講座を更に専門的にしたもので、日本工業大学教授の宮澤肇先生

から主に「レーザーによる高機能材料の加工について」の講義をいただき

ました。

講座には本校生徒も含めて約50名が参加し、終了後地元企業関係の皆

様からも熱心に質問が出され、予定の時間を大幅にオーバーする充実した

講座となりました。

なお、レーザーは原子力エネルギー、コンピューターと並ぶ２０世紀の

３大発明とのことであり、これを機に地域で一層活用が進むことを期待し

ています。

地域公開講座

「第38回 全国高校選抜優勝大会 県大会」（若さでアタック！ 春の高校バレー）

が、2月10日上田市自然運動公園総合体育館にて行われました。

この大会は、昨年12月に行われた新人戦で長野県ベスト１６に入ることにより出場権を得られるもので、箕

工バレー部はこの資格を得て、念願の初出場となりました。

今年のチームは、2年生6人、1年生2人の少人数でありながら、チームワークの良さが売りで、主将の兼子君

も「人数は少ないけど個性豊か。みんなバレーが好きでやっている。」と2月6日付けの長野日報にもコメント

を寄せていました。初出場の緊張に負けず、自分たちの力を精一杯出してきて欲しいという学校全体の応援を受

けて、前日から会場へ乗り込みました。

小諸高校との初戦。結果はセットカウント２－１。第３セットもその差3点と、とても惜しい内容でしたが、

敗れてしまいました。

この悔しさをバネに次の活躍を期待したいと思います。当日はたくさんのご声援ありがとうございました。こ

れからも応援よろしくお願いいたします。

箕工の豆知識を紹介する

コーナーです。

本校の求人状況は増加傾向にあり、特に上伊
那管内の製造業を中心に大幅に増えてきていま
す。
その影響も受けて、就職内定者数はほぼ１０
０％となっています。しかし、全国でも叫ばれ
ているような早期での離職を避けるため、何ら
かの対策を講じなければなりません。
本校では、求人票の見方を教えたり、採用選
考前の企業訪問を義務づけたりと、徹底して就
職後のミスマッチを防ぐことを行っています。
ただ、残念ながら離職する者が少なからず出て
きてしまうのが現状です。一個人としての見解
ですが、１８年しか生きてきていない子どもた
ちには、一生働き続けるビジョンを持つことは
かなりの無理があることだと思います。早い内
から身近な大人と話せる環境が必要だと思って
います。 （本誌編集担当 ｙ）
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－高等学校改革プラン実施計画を受けて－

http://www.nagano-c.ed.jp/tabusei/
２０年度より始まる「多部制単位制課程」についての詳細はこちらをご覧下さい。

１月３０日、３年生にとっては最後の大会とな

るバドミントン大会が開かれました。この大会

は、３年生への送別の意味を込めてこの時期に企

画されており、就職をする３年生にとっては、こ

のようなイベントは最後になるかも知れません。

競技は全てダブルスでおこなわれ、男子は３年

Ｇ組のペアが順当に優勝、女子は１年Ｄ組が１・

２位を独占し、強さを見せつけました。

この大会をもって３年生は本格的な卒業の準備

に入りました。

２月１３日（火）ＪＡアイ・パルいなん（駒ヶ根市）に

おいて、平成２０年度から本校が移行する「多部制・単位

制課程」について、学校の枠組みや、教育理念、さらにク

ラスの構成などの説明会を行いました。質疑応答では、①

入学後の生活について、②在籍期間について、③生徒募集

について、④インターンシップ（学校外の学修）について

など、多くのご質問をいただきました。お忙しい中ご参加

いただいた皆様には、感謝申し上げます。

なお、来年度も引き続き学校説明会を開催する予定で

す。その節はぜひ、お越しください。新高校ホームページ

も立ち上げております。ぜひ、ご覧ください。

暖冬と言われている今冬ですが、朝夕の寒さは相

変わらず続いております。しかし、その中で、季節

は着実に春へと向かっており、ここそこに春の息吹

を感じる今日この頃です。

学校では、１８年度の締めの季節を迎え、教職員

・生徒ともども本年度を振り返り、来年度に向け、

地域に開かれたよりよい学校づくりを目標に取り組

んでいこうと考えております。また、２０年４月開

校の多部制単位制高校の検討も最終段階となりま

す。今までいただきました貴重なご意見を、新高校

に取り入れてまいります。ありがとうございまし

た。

２月には、高大連携事業として、日本工業大学の宮
澤教授をお迎えして、本校を会場に出張講義が開か

れました。お仕事の後のお疲れのところ、多くの方

々にご参加いただきました。この場をおかりして御

礼申し上げます。

１８年度は、「元気のある学校」を目標に学校一丸

となって取り組んでまいりました。クラブ活動での

生徒の活躍は目を見張る感があります。来年度も元

気のある学校をスローガンにしていきたいと考えて

おります。今後ともご支援をお願いいたします。

去る２月１９日、飯田消費生活センターの職員の皆様を講

師に、３年生が社会に出るに当たり「賢い消費者となるため

の社会人講座」が開催されました。

講座では、携帯電話や契約をめぐるトラブルなどいくつか

の悪徳商法の事例が紹介され、被害者とならないためにはど

うしたらいいかなどのお話を伺うことができました。生徒た

ちは、自分自身のことと真剣にとらえ、講演に熱心に耳を傾

けていました。


